
  

員
、
そ
の
他
、
労
働
条
件

の
抜
本
改
善
な
ど
を
求

め
た
要
求
書
を
提
出
し
、

第
１
回
賃
金
交
渉
を
開

始
し
ま
し
た
。 

厳
し
い
厳
し
い
と
言
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東
京
地
本
は
２
月
２
４
日
、
東
京

支
社
に
対
し
１
７
春
闘
要
求
書
を

提
出
し
交
渉
を
求
め
ま
し
た
。 

 

要
求
書
は
、
支
社
も
認
め
る
要
員

不
足
に
対
し
「
必
要
な
要
員
を
正
社

員
と
し
て
確
保
す
る
よ
う
本
社
に

進
言
す
る
こ
と
」
「
時
給
制
契
約
社

員
の
単
価
を
２
０
０
円
引
き
上
げ

る
こ
と
」
で
雇
用
促
進
を
進
め
る
な

ど
、
要
員
不
足
解
消
を
求
め
ま
し

た
。 

 
 

要
員
不
足
で
、
始
業
時
前
着
手
や

休
憩
時
間
も
取
れ
な
い
労
基
法
違

反
の
職
場
実
態
を
告
発
し
、
「
労
働

時
間
の
適
正
把
握
は
使
用
者
責
任
」

と
の
厚
労
省
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

示
す
よ
う
、
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
活
用
し
た

勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
、
管
理
者
の

教
育
・
研
修
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

期
間
雇
用
社
員
の
処
遇
改
善
で

は
、
「
所
属
長
権
限
で
の
加
算
」
を

活
用
し
て
時
給
ア
ッ
プ
。
年
休
を
時

効
消
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
計
画
休

暇
同
様
の
「
年
度
初
め
に
本
人
希
望

を
入
れ
る
」
よ
う
改
善
す
る
。
な
ど

で
す
。 

労働相談・組合加入は・・・電話０３－３５３５－５４４７   piwutokyo@yahoo.co.jp 
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１
７
春
闘
も
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
第
５
回
中

央
委
員
会
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
春
闘
方
針
を
確
立
し
、
２
月
２
１
日

各
社
に
要
求
書
を
提
出
。
東
京
地
本
も
２
月
２
４
日
、
東
京
支
社
に
要

求
書
を
提
出
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
賃
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
要

求
獲
得
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

「
２
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
」
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

第
５
回
中
央
委
員
会
は
こ
の
こ
と

を
確
認
し
、
１
７
春
闘
を
全
力
で
取

り
く
ん
で
い
ま
す
。 

 

日
常
的
な
超
勤
・
長
時
間
労
働
に

加
え
休
憩
・
休
息
も
ま
と
も
に
取
れ

ず
た
だ
働
き
も
横
行
。
過
度
な
営
業

ノ
ル
マ
と
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
な
ど
、
郵

政
の
ブ
ラ
ッ
ク
な
労
働
環
境
も
我

慢
の
限
界
で
す
。 

 

個
人
消
費
を
拡
大
す
る
カ
ギ
は

賃
上
げ
で
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保

を
活
用
し
た
賃
上
げ
、
中
小
企
業
の

本
格
支
援
で
最
低
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
と
非
正
規
労
働
者
の
労

働
条
件
抜
本
改
善
、
働
く
ル
ー
ル
を

確
立
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
本
部
は
、
２
月
２

１
日
、
正
社
員
及
び
月
給
制
、
短
時

間
社
員
の
賃
金
を
月
額
２
万
円
引

き
上
げ
る
こ
と
。
時
給
制
契
約
社
員

の
時
給
２
０
０
円
引
き
上
げ
、
全
国

ど
こ
で
も
最
低
１
２
０
０
円
に
す

る
こ
と
。
非
正
規
社
員
の
均
等
待
遇

と
正
社
員
化
、
正
社
員
の
大
幅
増

い
な
が
ら
も
昨
年
１
２
月
、
郵
政
各

社
は
株
主
・
投
資
家
に
１
０
２
９
億

円
の
株
主
配
当
を
行
い
ま
し
た
。
ベ

ア
ゼ
ロ
は
許
せ
ま
せ
ん
。 


